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事 後 評 価 調 書 

Ⅰ 事業概要

事 業 名  農業農村整備事業（農地環境整備事業） 

地 区 名  名倉西地区 

事業箇所  北設楽郡設楽町 

事業のあ

らまし 

 本地区は、設楽町の北部に位置し、水田農業を主体とする山間農業地域である。 

 近年、山間地域特有の厳しい営農条件に加え、農業従事者の高齢化、後継者不足により、耕作

放棄地が年々増加していた。 

 また、昭和５０年代に整備された用排水施設が老朽化して、日々の水管理に苦労するなど営農

に支障をきたしていた。 

 こうした状況を改善するため、用排水施設の整備を行うことにより、維持管理の省力化を図り、

優良農地を保全し、農作業の放棄による農地の荒廃を防ぐことを目的として、平成18年度から農

地環境整備事業を実施し、平成24年度に完了した。 

事業目標 

【達成（主要）目標】 

用排水施設の整備を行うことにより、維持管理の省力化を図り、優良農地を保全し、農作業の

放棄による農地の荒廃を防ぐ。 

【副次目標】 

－ 

事 業 費 
事業費 内訳 

5.8億円 ■工事費 4.8億円、■用補費 0.1 億円、■その他 0.9億円 

事業期間 採択年度 平成１８年度 着工年度 平成１９年度 完成年度 平成２４年度

事業内容 用水路 9.2 ㎞、排水路 5.2 ㎞、管理用道路 0.5㎞ 

Ⅱ 評価

①
事
業
目
標
の
達
成
状
況

1) 主要目

標の達

成状況 

【達成状況】 

用排水路の改修整備により、維持管理の省力化が図られた。 

 用排水路の維持管理時間（賦役時間） 1人当たり （地元聞き取り） 

実施前 計画 現在（H29）

50.0時間 30.8時間 30.4時間 

耕作放棄地の状況 

実施前 計画 現在（H29）

１７筆 ８筆 ８筆 

【達成状況に対する評価】 

施設の維持管理の省力化が図られ、耕作放棄地の増加が抑えられていると評価できる。 

2) 副次目

標の達

成状況 

【達成状況】 

 － 

【達成状況に対する評価】 

 － 

Ⅲ 対応方針

今後の事後評

価の必要性 

主要目標が概ね計画通り達成されているため、今後の事後評価は不要である。 

改善措置の必

要性 

主要目標が概ね計画通り達成されているため、改善措置は不要である。 

同種事業に反

映すべき事項 

標準的な事業計画、工法で施工しているため、同種事業に反映すべき事項はない。 

（別紙６）

なぐらにし 
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